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●瀬戸内国際芸術祭2013
　　　　　　　　　　　秋会期開幕
●町長の「八日目の蟬」記　セレクション
●新たなまちづくりへ向けて
●ドラマスペシャル 「二十四の瞳」
　　（8月4日放送）が、DVDになります
●新「皇子丸」竣工！
●～みんなで国保を守りましょう！～
●まちのわだい
●くらしの情報
●くらしのカレンダー
●小豆島を元気に！　私の提言

「実りの秋を迎えた棚田」
～収穫期の中山千枚田～
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瀬戸内国際芸術祭2013瀬戸内国際芸術祭2013
アートと島を巡る瀬戸内海の四季
　　10月　5 日㈯～11月 4 日㈪　31日間

瀬戸内国際芸術祭2013
※作品は、11月4日まで、会期以外の期間でも鑑賞することができます。

　

小
豆
島
を
は
じ
め
、
瀬
戸
内
海
の
12
の
島
と
高
松
港
、
宇
野
港
周

辺
を
会
場
に
開
催
さ
れ
て
い
る
現
代
ア
ー
ト
の
祭
典
「
瀬
戸
内
国
際

芸
術
祭
２
０
１
３
」。

　

今
回
は
、
10
月
5
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
秋
シ
ー
ズ
ン
の
イ
ベ
ン

ト
な
ど
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

島
の
人
が
、
島
の
言
葉
で
、

島
の
物
語
を
演
じ
る
。
島
民
演

劇
「
二
十
四
の
瞳
」
が
、
瀬
戸

内
国
際
芸
術
祭
２
０
１
３
秋
会

期
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
5
年
ぶ

り
に
復
活
し
ま
す
。

　

島
民
演
劇
「
二
十
四
の
瞳
」

は
、
平
成
12
年
「
壺
井
栄
」
生

誕
百
周
年
記
念
、
町
民
３
０
０

人
で
創
る
演
劇
「
二
十
四
の
瞳
」

を
上
演
し
て
以
来
、
島
内
外
で

上
演
さ
れ
大
き
な
感
動
を
よ
び

ま
し
た
。
平
成
21
年
以
降
、
上

演
が
途
絶
え
て
い
ま
し
た
が
、

今
回
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
二
十
四
の

瞳
を
二
十
一
世
紀
に
伝
え
る
会

の
皆
さ
ん
が
中
心
に

な
り
、
四
国
学
院
大

学
助
教
で
劇
団
サ
ラ

ダ
ボ
ー
ル
主
宰
の
西

村
和
宏
さ
ん
の
演
出

で
上
演
さ
れ
ま
す
。

　

キ
ャ
ス
ト
・
ス
タ

ッ
フ
に
は
、
応
募
の

あ
っ
た
小
豆
島
在
住

の
21
名
の
子
ど
も
た

ち
と
60
名
の
一
般
の

皆
さ
ん
が
参
加
し
て

お
り
、
旧
醤
油
会
館

で
毎
晩
練
習
に
励
ん

で
い
ま
す
。

　

感
動
の
舞
台
を
、
ぜ

ひ
、
ご
観
劇
く
だ
さ
い
。

　
【
日
程
】

　

10
月
19
日
㈯　

16
時
〜　

　

10
月
20
日
㈰　

16
時
〜　

＊
受
付
開
始
15
時

　

開
場
15
時
30
分

　
（
上
演
は
、
約
２
時
間
を
予

定
。）

　
【
場
所
】

　

サ
ン
・
オ
リ
ー
ブ

　

オ
リ
ー
ブ
ホ
ー
ル

　
【
チ
ケ
ッ
ト
料
金（
日
時
指
定
・

　

全
席
自
由
・
整
理
番
号
付
）】

　

予
約
当
日
共
に
、

　

一　

般　
　

１
，５
０
０
円

　

中
学
生
以
下　
１
，０
０
０
円

　
【
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
二
十
四
の
瞳
を

二
十
一
世
紀
に
伝
え
る
会

☎
０
９
０
―
９
４
５
４
―

１
５
２
４

　

受
付
時
間　

10
時
〜
17
時

　

ご
予
約
の
際
に
は
、〔
お
名
前
、

観
劇
日
時
、
枚
数
、
券
種
（
一

般
／
中
学
生
以
下
）、
電
話
番

号
〕
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。　

島
民
演
劇
「
二
十
四
の
瞳
」
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w
w
.tow
n.shodoshim

a.
lg.jp/kakuka/shakai_kyouiku
/24hitom

i.htm
l

　

右
記
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
に
ア
ク
セ
ス

し
て
、
予
約
サ
イ
ト
か
ら
予
約

も
可
能
で
す
。

　学校帰りの子供、仕事帰
りの大人たちが夕方になる
と稽古場に集まって、年齢
も職業も演劇経験も関係な
く、わいわいがやがやと元
気に「二十四の瞳」の稽古
をしています。楽しい稽古
場です。小豆島には、いろ
いろな宝物がいっぱいありますが、今のこの
稽古場の、島民が一つになって本番に向かう
姿や笑顔も、その宝物のうちの一つではない
か、と私は感じています。
　子供達の唱歌、島民キャストによる熱演、
島民スタッフのチームワーク、そして、大石
先生と子供達の物語。見所満載の舞台です。
瀬戸内国際芸術祭という新たな舞台で、新た
な演出で、新たなチームで、復活するこの島
民演劇「二十四の瞳」が島の新しい宝物にな
るよう、みんなと頑張りたいと思います。

演出の西村和宏さんに演出の西村和宏さんに
お話を伺いましたお話を伺いました

島
民
演
劇
「
二
十
四
の
瞳
」

島
民
演
劇
「
二
十
四
の
瞳
」
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日
時　

11
月
4
日
（
月
・
祝
）

　
　
　

18
時
開
演
（
17
時
開
場
）

場
所　

中
山
農
村
歌
舞
伎
舞
台

内
容

18
時
10
分
〜

　

中
山
農
村
歌
舞
伎
上
演

　
「
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
七
段
目

　
『
一
力
茶
屋
の
場
』」

19
時
20
分
〜

　

狂
言
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

19
時
30
分
〜
20
時
30
分

　

狂
言
演
目
解
説

　

狂
言
「
清
水
」・「
萩
大
名
」

　

演
者　

・
野
村　

太
一
郎

　
　
　
　

・
野
村　

万
禄

　
　
　
　

・
小
笠
原　

匡

入
場
料　

無
料

※
入
場
に
は
整
理
券
が
必
要

で
す
。

整
理
券
配
布
日
時
・
場
所

　

10
月
6
日
㈰
〜

　

オ
リ
ー
ブ
ナ
ビ
小
豆
島

問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課

　

☎
７
５
―
１
７
０
０

　

中
山
農
村
歌
舞
伎
舞
台
で
、
狂
言
と
農
村
歌
舞
伎
の
競
演
の
舞
台

「
狂
言
・
農
村
歌
舞
伎
公
演
ｉｎ
棚
田
の
里
」
を
次
の
と
お
り
開
催

し
ま
す
。

　

舞
台
は
、
野
村
万
蔵
家
一
門
に
よ
る
狂
言
と
中
山
農
村
歌
舞
伎
保

存
会
に
よ
る
奉
納
歌
舞
伎
の
2
部
構
成
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歴
史
あ
る
文
化
と
郷
土
芸
能
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

狂
言
・
農
村
歌
舞
伎
公
演

狂
言
・
農
村
歌
舞
伎
公
演

ｉ
ｎ
棚
田
の
里

ｉ
ｎ
棚
田
の
里

秋
会
期
の
イ
ベ
ン
ト
展
開（
予
定
）

C
reator in R

esidence

「ei

」　

ク
リ
エ
ー
タ
ー

　

8
期　

10
月
５
〜
14
日

　

白
鳥
浩
子
とStudy O
 

　

Portable

　

9
期　

10
月
15
〜
24
日　

　

N
oritake+

平
山
昌
尚

　

10
期　

10
月
25
日

　

〜
11
月
4
日U

M
A
/design 

　

farm
+M
U
ESU

M

港
の
劇
場 

劇
団
「
ま
ま
ご
と
」

　

10
月
12
日
〜
11
月
4
日

　

場
所　

遊
児
老
館
（
旧
坂
手

幼
稚
園
）

清
水
久
和
〝
も
っ
と
×
2
〝
リ
ー

ゼ
ン
ト
と
遊
ぼ
う
！

　

10
月
20
日　

午
前
・
午
後

　

場
所　

オ
リ
ー
ブ
の
リ
ー
ゼ

ン
ト
（
馬
木
）

graf

〔
小
豆
島
カ
タ
チ
ラ
ボ
〕

　

10
月
26
日

　
　
　
　
　

ラ
イ
ブ
イ
ベ
ン
ト

　

10
月
27
日　

食
イ
ベ
ン
ト

　

11
月
３
日　

も
の
づ
く
り

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

場
所　

山
吉
邸
（
馬
木
）

鈴
木
基
真
〔
＊
醤
油
倉
庫
レ
ジ

デ
ン
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〕
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ

　

場
所 

左
海
醤
油
倉
庫（
苗
羽
）

※
日
時
は
決
ま
り
次
第
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　

小
豆
島
町
と
南
島
原
市
は
、
昭
和
58
年
3
月
1
日
に
当
時
の
内
海
町

と
南
有
馬
町
が
姉
妹
町
の
盟
約
を
結
ん
で
お
り
、
共
に
市
町
村
合
併
を

へ
て
小
豆
島
町
と
南
島
原
市
と
な
っ
た
現
在
も
、
オ
リ
ー
ブ
マ
ラ
ソ
ン

や
原
城
マ
ラ
ソ
ン
を
通
じ
て
の
交
流
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
姉
妹
町
の
盟
約
締
結
30
周
年
の
節
目
に
、
小
豆
島
町
と
南
島

原
市
の
縁
を
振
り
返
り
、
新
た
な
交
流
の
出
発
点
と
す
る
た
め
「
小
豆

島
町
と
南
島
原
市　
歴
史
と
交
流
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
並
び
に
「
調
印
式
」

を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

10
月
27
日
㈰

　

10
時
開
会

　
（
9
時
30
分
受
付
開
始
）　

会
場　

サ
ン
・
オ
リ
ー
ブ

　
　
　

オ
リ
ー
ブ
ホ
ー
ル

参
加
費　

無
料

昭和58年の姉妹町盟約調印式の様子

原城マラソンに参加する
小豆島町の皆さん　　　

内
容

　
・
基
調
講
演　

　

東
京
大
学
名
誉
教
授

　

五
野
井 

隆
史 

先
生

　
・
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　
・
調
印
式

問
い
合
わ
せ
先　

総
務
課

　

☎
７
５
―
１
７
０
０

小
豆
島
町
と
南
島
原
市

小
豆
島
町
と
南
島
原
市

歴
史
と
交
流
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
調
印
式

歴
史
と
交
流
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
調
印
式

＊醤油倉庫レジデンスプロジェクト：秋会期滞在アーティストは彫刻家の鈴木基真。空間構成を引き続き織咲誠が担当し、   
展示内容を変更。
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小
豆
島
産
業
振
興
・

　
　
　
　
　

環
境
技
術
会
議

　

最
近
、
素
麺
の
「
ふ
し
」
を

食
べ
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。

島
の
方
に
は
馴
染
み
深
い
食
材

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
私
に
は

珍
し
く
、
ま
た
独
特
の
食
感
が

あ
り
美
味
し
い
と
感
じ
ま
し

た
。
ふ
し
は
手
延
べ
素
麺
を
延

ば
し
た
際
の
両
端
に
あ
た
り
、

手
延
べ
製
法
で
あ
れ
ば
全
体
の

10
％
程
度
発
生
し
ま
す
。
し
か

し
包
装
等
に
手
間
が
か
か
る
た

め
自
家
消
費
が
大
半
で
製
品
と

し
て
店
頭
に
並
ぶ
こ
と
は
少
な

い
と
さ
れ
ま
す
。
個
人
的
に
は

面
白
い
食
材
と
考
え
ま
す
が
、

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

さ
て
、
現
在
発
生
し
た
ふ
し

は
素
麺
原
料
に
戻
す
こ
と
が

多
い
よ
う
で
す
。
ふ
し
は
製
法

か
ら
も
素
麺
そ
の
も
の
で
あ
り

再
利
用
が
可
能
で
す
が
、
ま
れ

に
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
に
な
り
ま

す
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
微
生

物
汚
染
や
麺
の
物
性
低
下
を
招

く
こ
と
が
分
か
っ
て
お
り
、
製

麺
業
者
さ
ん
で
は
、
ふ
し
を
別

に
乾
燥
す
る
等
、
使
用
に
あ

た
っ
て
は
さ
ま
ざ
ま
な
手
間
を

か
け
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
ふ
し

の
利
用
方
法
に
つ
い
て
は
更
な

る
研
究
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
製
麺
業
者
の

皆
さ
ん
と
協
力
し
、
ふ
し
発
生

量
の
減
少
や
、
食
材
利
用
を
含

め
た
原
料
以
外
の
利
用
方
法
に

つ
い
て
も
研
究
を
行
っ
て
い
き

ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

形
劇
、
醤
油
や
も
ろ
み
を
生
か

し
た
新
し
い
ソ
ー
ス
や
そ
う
め

ん
サ
ラ
ダ
の
提
供
な
ど
、
も
り

だ
く
さ
ん
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
行

わ
れ
、
た
く
さ
ん
の
皆
さ
ん
が

楽
し
み
ま
し
た
。

　

芸
術
祭
が
終
わ
る
こ
ろ
に

は
、
こ
の
醤
油
会
館
で
、
芸
術

祭
を
総
括
し
、
こ
れ
か
ら
の
醤

油
産
業
の
未
来
、
醤
の
郷
の
ま

ち
な
み
の
あ
り
か
た
、
ア
ー
ト

や
デ
ザ
イ
ン
な
ど
を
醤
油
産
業

の
発
展
や
地
域
お
こ
し
に
ど
う

活
か
し
て
い
く
か
、
醤
油
会
館

の
活
用
策
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な

こ
と
を
語
り
合
う
会
が
で
き
れ

ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
（
８
月
24
日
掲
載
分
か
ら
）

　

町
長
の
「
八
日
目
の
蟬
」
記

は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
全
文
が

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

小
豆
島
は
４
０
０
年
も
前
か

ら
醤
油
づ
く
り
が
続
い
て
い
ま

す
。
そ
の
中
心
に
な
っ
た
の
が
、

苗
羽
地
区
や
馬
木
地
区
で
す

が
、
そ
れ
以
外
も
島
の
い
た
る

と
こ
ろ
で
醤
油
づ
く
り
が
盛
ん

に
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

私
は
、
そ
の
醤
油
づ
く
り
の

盛
ん
な
馬
木
に
育
ち
ま
し
た
。

醤
油
づ
く
り
も
、
そ
の
町
並
み

も
、
今
と
な
っ
て
は
時
代
に
合

わ
ず
、
衰
退
の
象
徴
の
よ
う
に

思
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
し
て
馬

木
な
ど
醤ひ

し
お
の
郷
と
い
わ
れ
る
地

域
の
景
観
が
貴
重
な
も
の
で
あ

る
と
は
、
露
も
思
っ
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
3
年
前
小
豆
島
に

戻
っ
た
こ
ろ
か
ら
、
小
豆
島

の
木
桶
の
醤
油
づ
く
り
は
本
物

の
味
を
つ
く
り
だ
す
貴
重
な
も

の
で
あ
り
、
醤
の
郷
の
ま
ち
な

み
は
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
な
ど
に

と
っ
て
創
造
意
欲
を
か
き
た
て

る
魅
力
に
満
ち
た
も
の
で
あ
る

な
ど
の
意
見
を
い
た
だ
く
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
か
ら
、
醤
の
郷
の
魅
力

を
、
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
を
通

し
て
発
信
で
き
な
い
も
の
か
、

そ
れ
に
よ
り
も
う
一
度
醤
油
産

業
が
蘇
る
き
っ
か
け
に
で
き
な

い
か
と
考
え
ま
し
た
。
そ
れ
が
、

今
行
わ
れ
て
い
る
醤
の
郷
・
坂

手
港
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

　

旧
醤
油
会
館
で
は
、
小
豆
島

の
島
民
の
皆
さ
ん
が
、
醤
油

の
た
れ
瓶
8
万
個
を
使
っ
て
、

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
負
け
な
い
、

壁
一
面
に
広
が
る
見
事
な
グ
ラ

デ
ー
シ
ョ
ン
の
作
品
を
つ
く
り

あ
げ
ま
し
た
。

　

そ
の
作
品
づ
く
り
に
参
加
し

た
島
民
の
皆
さ
ん
が
、
自
主
的

に
企
画
運
営
し
た
の
が
、
今
日

の
「
醤
油
会
館
ま
つ
り
」
で
す
。

　

今
日
は
、
草
壁
保
育
園
園
児

も
参
加
し
た
音
あ
そ
び
、
地
元

の
皆
さ
ん
に
よ
る
三
味
線
や
箏

の
演
奏
、
醤
油
を
紹
介
し
た
人

　
『
醤
油
会
館
ま
つ
り
』

町
長
の

「
八
日
目
の
蟬
」
記

セ
レ
ク
シ
ョ
ン

Vol.33

﹁
島
の
食
品
の
あ
れ
こ
れ
﹂

﹁
島
の
食
品
の
あ
れ
こ
れ
﹂

 

「
素
麺
の
ふ
し
」

醤油を紹介した人形劇

香
川
県
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー
発
酵
食
品
研
究
所

主
任
研
究
員

尾　

路　

一　

幸
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ど
の
新
た
な
鳥
獣
に
よ
る
農
作

物
被
害
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。

猟
友
会
の
協
力
の
も
と
捕
獲
を

進
め
て
い
ま
す
が
、
そ
の
対
応

に
も
限
界
が
あ
り
ま
す
。
捕
獲

だ
け
に
頼
る
の
で
は
な
く
地
域

の
方
々
の
協
力
に
よ
る
野
生
鳥

獣
を
人
里
に
近
づ
か
せ
な
い
環

境
づ
く
り
、
里
山
と
の
境
界
づ

く
り
の
た
め
の
緩
衝
帯
（
草
刈
）

や
防
護
柵
に
よ
る
侵
入
防
止

の
３
点
に
よ
る
対
策
が
重
要
で

す
。
安
心
し
て
住
め
る
ま
ち
づ

く
り
の
た
め
に
は
地
域
の
連
携

が
不
可
欠
で
す
の
で
、
今
後
と

も
ご
協
力
を
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

新たな

へ
向
け
て

まま
ちち
づづ
くく
りり

Vol.15

オ
リ
ー
ブ
で
健
康

オ
リ
ー
ブ
で
健
康
・・

長
寿
の
島
づ
く
り

長
寿
の
島
づ
く
り

　

農
林
水
産
課
で
は
、
農
林
水

産
業
が
高
齢
化
と
後
継
者
不
足

と
い
う
恒
常
的
な
問
題
を
抱
え

る
中
で
農
業
委
員
会
に
よ
る
農

地
の
利
用
調
整
や
農
道
や
水
路

等
の
生
産
基
盤
の
整
備
、
造
林

等
に
よ
る
森
林
保
全
、
稚
魚
の

放
流
事
業
な
ど
に
よ
る
水
産
振

興
を
通
し
て
生
産
者
の
方
々
、

関
係
機
関
と
共
に
そ
の
振
興
に

つ
い
て
進
め
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
新
た
な
ま
ち
づ
く
り

へ
の
取
り
組
み
で
は
、
ま
ず
、

美
し
い
農
村
の
原
風
景
を
持
つ

中
山
地
区
に
は
、
湯
船
の
水
、

千
枚
田
、
農
村
歌
舞
伎
、
虫
送

り
な
ど
、
豊
か
な
自
然
と
伝
統

が
今
も
残
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

核
と
な
る
の
が
「
棚
田
」
と
い

う
稲
作
文
化
だ
と
思
い
ま
す
。

何
百
年
も
前
に
人
力
に
よ
る
先

人
の
汗
の
結
晶
が
棚
田
で
あ

り
、
現
在
、
地
元
の
方
々
が
荒

廃
化
し
た
農
地
の
復
田
や
草
刈

り
で
景
観
保
全
に
努
め
て
い
ま

す
。
こ
の
美
し
い
風
景
は
、
瀬

戸
内
国
際
芸
術
祭
や
映
画
「
八

日
目
の
蟬
」
で
一
躍
脚
光
を
浴

び
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
が
、

耕
作
条
件
が
悪
く
、
高
齢
化
と

担
い
手
不
足
も
重
な
り
、
棚
田

の
風
景
を
保
つ
こ
と
が
困
難
な

状
況
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
こ

の
貴
重
な
棚
田
を
次
世
代
に
引

き
継
ぐ
た
め
の
「
棚
田
の
村
構

想
」
を
基
に
地
元
農
家
を
中
心

と
し
た
棚
田
協
議
会
も
６
月
に

設
立
さ
れ
、
本
格
的
に
保
全
と

管
理
に
向
け
て
の
活
動
が
始
ま

り
ま
し
た
。
町
も
こ
の
棚
田
が

農
業
と
し
て
成
り
立
ち
、
島
の

宝
物
と
し
て
守
ら
れ
る
よ
う
支

援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
有
害
鳥
獣
対
策
で
す
。

サ
ル
、
シ
カ
に
加
え
て
、
最
近

は
イ
ノ
シ
シ
や
ヌ
ー
ト
リ
ア
な

「
農
村
の
原
風
景　

中
山
千
枚
田
を
守
る
た
め
に
」

　

高
校
生
は
自
ら
の
食
事
内
容

を
選
択
す
る
機
会
が
増
え
、

食
の
自
立
を
め
ざ
す
時
期
だ
と

捉
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

小
・
中
学
校
で
学
ん
で
き
た
こ

と
を
基
に
、
自
ら
の
健
康
管
理

が
で
き
る
知
識
と
技
術
を
身
に

つ
け
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
生

活
を
送
れ
る
こ
と
を
目
標
に
指

導
し
て
い
ま
す
。
恒
例
と
な
っ

て
い
る
オ
リ
ー
ブ
料
理
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
も
、
地
元
の
特
産
を

生
か
し
た
食
を
考
え
る
一
つ
の

き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

今
年
度
、
生
徒
保
健
委
員
会

で
は
、
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事

を
テ
ー
マ
に
活
動
を
し
て
い
ま

す
。
香
川
県
は
野
菜
の
摂
取
量

が
少
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
小
高
生
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
か
ら
も
野
菜
の
摂
取
不
足
が

う
か
が
え
ま
す
。
野
菜
料
理
を

追
加
し
、
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食

事
に
近
付
け
る
た
め
に
、
文
化

祭
で
は
、
１
日
に
必
要
と
さ
れ

る
野
菜
の
摂
取
量
を
体
感
し
て

も
ら
え
る
よ
う
な
ゲ
ー
ム
を
し

た
り
、
オ
リ
ー
ブ
の
実
や
オ
イ

ル
と
野
菜
を
使
っ
た
簡
単
に
出

来
る
料
理
レ
シ
ピ
を
紹
介
し
た

り
し
ま
し
た
。
食
生
活
改
善
推

進
協
議
会
の
皆
さ
ん
に
も
参
加

し
て
い
た
だ
き
、
高
校
生
に
ア

ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

卒
業
後
も
健
康
な
生
活
が
送

れ
る
よ
う
に
、
今
後
も
指
導
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
が
、

ご
家
庭
で
も
、
食
生
活
に
つ
い

て
話
す
機
会
を
つ
く
っ
て
い
た

だ
け
れ
ば
あ
り
が
た
い
で
す
。

　　『
自
立
し
た
食
生
活
に
む
け
て
』

文化祭での生徒保健委員会の
皆さんの活動　　　　　　　

香
川
県
立
小
豆
島
高
等
学
校

養
護
教
諭

笠　

井　

千　

尋

　
　
　

企
画
振
興
部
農
林
水
産
課

課　

長

近　

藤　

伸　

一
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　「東日本大震災からの復興に関し地方公共
団体が実施する防災のための施策に必要な財
源の確保に係る地方税の臨時特例に関する法
律」を踏まえ、平成26年度から平成35年度ま
での10年間、町民税・県民税の均等割額がそ
れぞれ500円加算されます。

問い合わせ先　税務課　☎82－7003

平成26年度から町県民税の平成26年度から町県民税の
均等割額が変更されます均等割額が変更されます

町民税・県民税の均等割額

平成25年度まで 平成26年度から
平成35年まで

町民税 3,000円 3,500円

県民税 1,000円 1,500円

合　計 4,000円 5,000円

　

8
月
4
日
に
放
送
さ
れ
た
松

下
奈
緒
さ
ん
主
演
ド
ラ
マ
「
二

十
四
の
瞳
」。
日
本
中
が
泣
い

た
不
朽
の
名
作
が
早
く
も
Ｄ
Ｖ

Ｄ
に
な
り
ま
す
。
Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
、

12
月
7
日
の
全
国
発
売
に
先
駆

け
て
、
11
月
8
日
、
小
豆
島
だ

け
で
先
行
販
売
さ
れ
ま
す
。

価
格　

１
枚
２
，９
４
０
円
（
税

込
）　
（
予
約
受
付
中
）

予
約
・
販
売
方
法

●
申
し
込
み
ハ
ガ
キ
ま
た
は

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
予
約
の

申
し
込
み
が
で
き
ま
す
。

　

二
十
四
の
瞳
映
画
村

　

☎
８
２
―
２
４
５
５

　

蕭
８
２
―
１
８
２
４ 

　
　

申
し
込
み
ハ
ガ
キ
に
つ
い

て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　

※
ご
予
約
後
、
左
記
の
と
お

り
引
き
換
え
を
行
い
ま
す
。

☆
引
換
日
時　

11
月
8
日
㈮

　
　

９
時
〜
17
時 

　

11
月
９
日
㈯　

９
時
〜
12
時

☆
引
換
場
所

　

オ
リ
ー
ブ
ナ
ビ
小
豆
島 

　
（
11
月
10
日
以
降
は
映
画
村

内
チ
リ
リ
ン
屋
で
の
引
換
に

な
り
ま
す
）

●
先
行
予
約

特
典

　

Ｄ
Ｖ
Ｄ
１

枚
に
つ
き

オ
リ
ジ
ナ

ル
ク
リ
ア

フ
ァ
イ
ル

１
枚
を
プ

レ
ゼ
ン
ト

し
ま
す
。

木
下
惠
介
生
誕
１
０
０
年
記
念

１
０
０
年
記
念

ド
ラ
マ
ス
ペ
シ
ャ
ル 「
二
十
四
の
瞳
」（
８
月
４
日
放
送
）
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
な
り
ま
す

日
時　

10
月
27
日
㈰

　

９
時
〜
16
時

場
所　

小
豆
島
ふ
る
さ
と
村

　
（
イ
ベ
ン
ト
広
場
他
）

内
容　

物
産
の
販
売
、
地
場
産

業
の
Ｐ
Ｒ
、
イ
ベ
ン
ト
等

出
店
料
等　

テ
ン
ト　
１
張（
２

間
×
３
間
）
３
，０
０
０
円
、

半
張
１
，５
０
０
円

　

机
１
台
２
５
０
円
、
イ
ス
１

脚
50
円

※
そ
の
他
に
つ
い
て
は
出
店
者

で
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

出
店
資
格　

小
豆
島
町
内
で
商

工
業
等
を
営
む
方
、
町
内
の

団
体
等

そ
の
他　

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

も
募
集
し
ま
す
。（
出
店
料
１
，

０
０
０
円
）

※
た
だ
し
、
出
店
ス
ペ
ー
ス
の

み
の
提
供
に
な
り
ま
す
。

　

標
準
ス
ペ
ー
ス
は
、
間
口
２
・

７
ｍ
×
奥
行
３
・
６
ｍ
の
大

き
さ
に
な
り
ま
す
。

申
込
方
法　

出
店
希
望
の
方
は
、

　

商
工
観
光
課
に
あ
る
出
店
申

込
書
で
10
月
１
日
㈫
ま
で
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

小
豆
島
町
の
Ｈ
Ｐ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
も
可
能
で
す
。

申
し
込
み
先　

商
工
観
光
課

　

☎
８
２
―
７
０
０
７

第
８
回
小
豆
島
町
ふ
る
さ
と
商
工
ま
つ
り

第
８
回
小
豆
島
町
ふ
る
さ
と
商
工
ま
つ
り

開
催
案
内
（
出
店
者
募
集
）

開
催
案
内
（
出
店
者
募
集
）

昨年のふるさと商工まつり

シカ駆除のお知らせシカ駆除のお知らせ
　９月14日㈯から11月12日㈫まで、小豆郡内
において、銃によるシカの駆除を行います。
山に入るときは、明るく目立つ帽子をかぶる
など、十分注意してください。

問い合わせ先  農林水産課  ☎75－1900
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オ
リ
ー
ブ
栽
培
者
の
皆
さ
ん
へ

①
オ
リ
ー
ブ
ア
ナ
ア
キ
ゾ
ウ
ム

シ
の
発
生
が
確
認
さ
れ
れ
ば
、

　

ダ
ン
ト
ツ
水
溶
剤
２
，０
０

　

０
倍
を
樹
全
体
に
散
布
し
ま

し
ょ
う
。
散
布
し
た
ら
1

日
は
収
穫
を
控
え
て
く
だ

さ
い
。

②
オ
リ
ー
ブ
の
果
実
は
そ
れ
ぞ

れ
の
用
途
に
応
じ
て
適
期

に
収
穫
し
ま
し
ょ
う
。

③
オ
リ
ー
ブ
が
越
冬
す
る
た
め

の
養
分
と
し
て
、
ま
た
、

　

こ
の
た
び
、
迎
地
地
区
防
災

会
が
、
財
団
法
人
自
治
総
合
セ

ン
タ
ー
の
宝
く
じ
社
会
貢
献
広

報
事
業
の
助
成
を
受
け
て
、
防

災
用
資
機
材
お
よ
び
倉
庫
の
設

置
を
行
い
ま
し
た
。

　

迎
地
地
区
防
災
会
は
、
平
成

19
年
に
自
主
防
災
組
織
と
し
て

結
成
さ
れ
、
自
助
・
共
助
の
精

神
に
基
づ
き
、
地
域
の
防
災
力

向
上
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

来
年
の
花
芽
の
た
め
の
養
分

と
し
て
、
秋
肥
を
10
月
下
旬

に
施
用
し
ま
し
ょ
う
。

オ
リ
ー
ブ
栽
培
ご
よ
み

オ
リ
ー
ブ
栽
培
ご
よ
み

「オリーブアナアキゾウムシ」
株元に集まりやすいので、除草
を徹底しましょう　　　　　　

10
月
は
「
里
親
を
求
め
る
運

動
」
月
間
で
す

里
親
制
度
を
ご
存
じ
で
す
か

　
〜
温
か
い
家
庭
を
子
ど
も
に
〜

　

事
情
が
あ
っ
て
親
や
家
族
と

一
緒
に
暮
ら
せ
な
い
子
ど
も
た

ち
が
、
家
庭
的
な
環
境
で
健
や

か
に
成
長
す
る
た
め
に
、
里
親

制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

里
親
に
は
、
保
護
者
の
も
と

で
養
育
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

子
ど
も
を
養
育
す
る
「
養
育
里

親
」
と
養
子
縁
組
を
希
望
す
る

「
養
子
縁
組
里
親
」
等
が
あ
り

ま
す
。

　

里
親
に
な
る
に
は
特
別
な
資

格
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
が
、
心

身
と
も
に
健
康
で
子
ど
も
の
養

育
に
理
解
と
熱
意
、
愛
情
を
持

っ
て
い
る
こ
と
、
経
済
的
に
困

窮
し
て
い
な
い
こ
と
等
が
条
件

と
な
り
ま
す
（
事
前
審
査
・
研

修
あ
り
）。

　

里
親
制
度
の
詳
細
や
、
里
親

に
な
り
た
い
方
は
、
左
記
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

香
川
県
子
ど
も
女
性
相
談
セ

ン
タ
ー

　

☎
０
８
７
―
８
６
２
―
８
８
６
１

　

香
川
県
西
部
子
ど
も
相
談
セ

ン
タ
ー　

　

☎
０
８
７
７
―
２
４
―
３
１
７
３

平
成
25
年
度

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

宝
く
じ
の
助
成
金
で

　

神
浦
地
区
の
「
オ
シ
コ
ミ
」

は
、
小
豆
島
の
秋
祭
り
の
最
後

を
飾
る
亀
山
八
幡
宮
例
大
祭
の

伝
統
行
事
と
し
て
、
昭
和
62
年

に
町
の
無
形
民
俗
文
化
財
に
指

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
太
鼓
台
を

積
ん
だ
６
丁
櫓
の
和
船
「
皇
子

丸
」
が
池
田
湾
を
漕
ぎ
入
る
様

子
は
大
変
勇
壮
で
、
会
場
周
辺

は
毎
年
大
勢
の
見
物
客
や
カ
メ

ラ
マ
ン
で
埋
め
尽
く
さ
れ
ま
す
。

　
「
皇
子
丸
」
は
、
昭
和
53
年
頃

に
、
中
古
の
木
造
漁
船
を
改
造

し
た
も
の
で
、
建
造
か
ら
半
世

紀
近
く
が
経
過
し
、
老
朽
化
が

目
立
っ
て
き
た
た
め
、
地
元
神

浦
を
は
じ
め
、
小
豆
島
町
内
外

か
ら
多
く
の
支
援
を
受
け
て
、

オ
シ
コ
ミ
保
存
会
（
平
井
保
夫

会
長
）
が
昨
年
末
か
ら
新
「
皇

子
丸
」
の
建
造
を
進
め
て
き
ま

し
た
。

　

秋
祭
り
ま
で
１
か
月
あ
ま
り

と
な
っ
た
９
月
８
日
、
新
「
皇

子
丸
」
が
無
事
完
成
し
、
関
係

者
や
見
物
客
約
３
０
０
人
が
見

守
る
中
で
竣
工
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

10
月
16
日
の
亀
山
八
幡
宮
例

大
祭
で
は
、
午
前
８
時
30
分
に

池
田
湾
の
沖
合
を
出
発
し
、
午

前
９
時
前
後
に
池
田
の
馬
場
西

側
の
砂
浜
に
到
着
の
予
定
で
、

新
「
皇
子
丸
」
に
よ
る
「
オ
シ

コ
ミ
」
が
披
露
さ
れ
ま
す
。

新
「
皇
子
丸
」
竣
工
！

新
「
皇
子
丸
」
竣
工
！

防災用倉庫 防災用資機材

新「皇子丸」竣工式の様子

新「皇子丸」のこぎ初めの様子
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小
豆
島
高
校
お
み
や
げ
ク
ラ
ブ

小
豆
島
高
校
お
み
や
げ
ク
ラ
ブ

日
程　

10
月
27
日
㈰

場
所

　

小
豆
島
高
校
食
物
教
室
等

応
募
資
格　

小
学
生
以
上

応
募
規
定　

オ
リ
ー
ブ
ま
た
は

オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
を
使
っ
た

料
理
や
お
菓
子
の
レ
シ
ピ
を

募
集
。
未
発
表
の
も
の
で
、
工

夫
の
ポ
イ
ン
ト
等
を
１
５
０

字
以
内
に
ま
と
め
、
で
き
上

が
り
の
盛
り
付
け
写
真
等
を

添
付
し
て
く
だ
さ
い
。
詳
細

は
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

オ
リ
ー
ブ
料
理
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

オ
リ
ー
ブ
料
理
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

応
募
方
法　

小
豆
島
高
校
、
教

育
委
員
会
に
あ
る
応
募
用
紙

で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。
小

豆
島
高
校
の
Ｈ
Ｐ
に
も
有
り

ま
す
。

申
込
締
め
切
り　

　

10
月
４
日
㈮　

必
着

選
考
方
法　

第
1
次
審
査　

　

応
募
レ
シ
ピ
の
書
類
審
査　

　

10
月
中
旬

●
優
秀
作
品
12
点
を
、
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
参
加
作
品
と
し
て

決
定
。

第
2
次
審
査　

　

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
の
調
理

　
　

10
月
27
日
㈰

●
小
豆
島
高
校
食
物
教
室
で
、

友
達
や
家
族
な
ど
、
気
の
合

う
仲
間
（
２
〜
３
名
）
と
一

緒
に
料
理
を
作
り
、
参
加
者

全
員
で
試
食
し
、
受
賞
作
品

を
決
定
。

※
好
評
の
料
理
に
は
、
賞
状
な

ら
び
に
賞
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
応
募
先　

　

小
豆
島
高
校
「
オ
リ
ー
ブ
料

理
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
係

　

☎
８
２
―
２
１
３
１

日
時　

10
月
25
日
㈮

14
時
〜
15
時
30
分

場
所　

安
田
公
民
館
会
議
室

対
象
者　

こ
こ
ろ
の
病
気
で
治

療
し
て
い
る
方
の
家
族

内
容　

●
こ
こ
ろ
の
病
気
に
つ

い
て
の
知
識
・
情
報
の
提
供

　

●
こ
こ
ろ
の
病
気
を
治
療
し

て
い
る
方
の
家
族
が
集
ま
っ

て
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

参
加
費　

無
料

申
し
込
み
先　

小
豆
総
合
事
務

所　

保
健
福
祉
課
精
神
保
健

　

福
祉
担
当　
☎
６
２
―
１
３
７
３

家
族
相
談
の
ご
案
内

　

10
月
27
日
か
ら
の
読
書
週
間

に
ち
な
み
、
町
内
の
小
・
中
学

生
と
高
校
生
か
ら
読
書
感
想
文

を
、
ま
た
一
般
の
方
か
ら
読
書

感
想
文
・
創
作
文
を
募
集
し
ま

す
。
ぜ
ひ
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

〈
応
募
の
種
類
〉

　
・
Ａ
類　

自
由
図
書

　
・
Ｂ
類　

郷
土
出
身
作
家
作
品

　
・
Ｃ
類　

創
作
・
随
筆
な
ど

　
（
俳
句
、
詩
は
除
き
ま
す
）

〈
応
募
作
品
〉

　

１
人
１
点
（
発
表
、
未
発
表

の
別
は
問
わ
な
い
。
た
だ
し
、

平
成
25
年
4
月
1
日
以
降
の
作

品
）

〈
作
品
提
出
〉

　

小
・
中
学
生
、
高
校
生
は
学

校
を
通
じ
て
、
一
般
の
方
は
図

書
館
ま
た
は
、
教
育
委
員
会
、

池
田
公
民
館
に
あ
る
応
募
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

同
所
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
応
募
期
間
〉

　

10
月
27
日
㈰
〜
平
成
26
年
１

月
10
日
㈮

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

町
立
図
書
館
☎
８
２
―
０
２
９
１

「
第
35
回
読
書
感
想
文
・
創
作
文
」
の
募
集

フォト集団オリーブ
第51回写真展のご案内

　毎年恒例となっていますフォト
集団オリーブの写真展を次のとお
り開催します。ぜひご覧ください。

日　時　10月19日㈯・20日㈰
　　　　９時～18時

会　場　内海福祉会館　２階

主　催　フォト集団オリーブ、全
日本写真連盟小豆島支部

後　援　小豆島町文化協会、全日
本写真連盟香川県支部

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
柚
木

恵
介
さ
ん
が
「
小
豆
島
高
校

お
み
や
げ
ク
ラ
ブ
」
と
題
し
て

2
月
か
ら
取
り
組
ん
で
き
た
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
生
徒
9
人
が

参
加
し
、「
瀬
戸
内
国
際
芸
術

祭
２
０
１
３
」
で
土
産
品
と

し
て
販
売
す
る
手
ぬ
ぐ
い
の

デ
ザ
イ
ン
を
手
が
け
ま
し
た
。

　

現
地
調
査
・
ス
ケ
ッ
チ
・
デ

ザ
イ
ン
な
ど
、
皆
、
初
め
て

の
経
験
で
し
た
が
、
花
寿
波

島
や
池
田
の
桟
敷
、
オ
リ
ー

ブ
や
ふ
し
め
ん
な
ど
を
モ
チ
ー

フ
に
し
た
小
豆
島
ら
し
い
手

ぬ
ぐ
い
に
仕
上
が
り
ま
し
た
。

手
ぬ
ぐ
い
は
、
三
都
半
島
7
か

所
に
あ
る
接
待
所
「
島
の
家
」
で

1
枚
１
，０
０
０
円
で
販
売
し
て

い
ま
す
。（
主
に
10
月
5
日
〜
11

月
４
日
の
土
・
日
に
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｎ
）
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広報文芸

小豆島句会

歌壇　小豆島
八月例会　詠草

新刊紹介

新刊紹介（一般向き）

書 　 名

書　　　　　　名 著者名

今月のロビー展

10月の行事予定
行 事 名 日　　　　　　時 対　象

論語を読む会
古文書講座
おはなしひとみ会
更級日記を読む会
にこにこおはなし会
読書会
（内容：「クジラの彼」　有川　浩著）

5日㈯　
12日㈯　
13日㈰　
19日㈯　
20日㈰　
20日㈰　

10：00～12：00
10：00～12：00
14：00～14：30
14：00～16：00
14：00～14：30
14：00～16：00

一　　　般
一　　　般
小　学　生
一　　　般
幼 ・ 児 童
一　　　般

大人向け　「文学賞等受賞作品図書」展　　11月28日㈭まで
　読書週間にあたり、各種の賞を受賞した大人向けの本を
　展示・貸出します。
こどもむけ　「外国のおはなし」展　　　　10月30日㈬まで
　展示・貸出しますので、ぜひご利用ください。

オリーブギャラリー10月の展示（オリーブナビ小豆島2階）
　今月のオリーブギャラリーの催しは次のとおりです。ぜひご覧ください。

　展示時間　9：00～ 17：00

展　示　期　間 展　示　内　容

10月７日㈪～10月19日㈯ 池田絵画愛好会

10月21日㈪～10月31日㈭ 茨木市絵画展

「
オ
リ
ー
ブ
料
理
教
室
」

「
オ
リ
ー
ブ
料
理
教
室
」

日
時　

11
月
２
日
㈯　

10
時
〜

場
所　

働
く
婦
人
の
家

内
容　

オ
リ
ー
ブ
新
漬
教
室

　

オ
リ
ー
ブ
の
ペ
ー
ス
ト
を

使
っ
た
ピ
ザ
作
り

講
師　

木
村
か
ほ
る
氏

定
員　

15
名　

費
用　

５
０
０
円

準
備
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

申
込
締
め
切
り　

10
月
26
日
㈯

申
し
込
み
先　

働
く
婦
人
の
家

　

☎
８
２
―
０
４
１
０

ライオンの棲む街
政 と 源
関東大震災を予知した二人の男
問題物件
みんなのうた
レディ・マドンナ
劇場版　ATARU
とっておきの幽霊
もう一枝あれかし
水を抱く
こんなにも優しい、世界の終わりかた
光秀の定理（レンマ）
代官山コールドケース
夢も定かに
たったひとつの花だから
Ｓの継承
岳 飛 伝　6
世界を見る目危機を見る目
菊と刀　日本文化の型
隠れ脳卒中で死なないための心がけ
副交感神経を活かして不調を治す！
風に吹かれて
映画人・菊池寛
知られざる大鵬
10分でできる健康常備菜
編んで楽しい、毎日着たいニットのふだん着
るるぶ決定版！温泉＆宿　関西　中国　四国2013

東 川 篤 哉
三　浦　しをん
上 山 明 博
大 倉 崇 裕
重 松　　 清
小 路 幸 也
百　瀬　しのぶ
赤 川 次 郎
あさの　あつこ
石 田 衣 良
市 川 拓 司
垣 根 涼 介
佐々木　　　譲
澤 田 瞳 子
新 堂 冬 樹
堂 場 瞬 一
北 方 謙 三
黒 田 東 彦
ルース・ベネディクト
清 水 俊 彦
伊 藤　　 剛
鈴 木 敏 夫
志　村　三代子
佐 藤 祥 子
榊　　 玲 里
m i c h i y o

（幼児向き）
いやっ！
よるのきかんしゃ、ゆめのきしゃ
やまねこせんせいのこんやはおつきみ
おべんとうばこのうた

（児童向き）
図工室の日曜日
運命のウエディングドレス
ハロウィンの犬
風立ちぬ

（ティーンズ向き）
戦後日本史の考え方・学び方
紙コップのオリオン
中高生のためのケータイ・スマホハンドブック

思
ひ
出
は
見
送
ら
れ
つ
つ
見
返
れ
る
旗
振
る
人
の
桟
橋
お
ぼ
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

堀
内　

実
男

廃
材
も
ア
ー
ト
に
化
し
て
芸
術
祭　

日
盛
り
の
路
地　

直
島
巡
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伝
宝
千
鶴
子

暑
き
日
の
芸
術
巡
り
大
の
字
に
な
っ
て
見
て
ゐ
る
「
包
帯
の
家
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
木　

勝
子

ほ
の
明
る
海
面
を
西
に
指
し
て
ゆ
く
精
霊
船
に
南
無
大
師
遍
照
尊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
木　

慶
子

浴
衣
着
て
小
四
の
女
わ
れ
に
見
す
る
踊
る
仕
草
も
乙
女
さ
び
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

立
住
喜
代
子

生
前
の
母
の
子
守
の
歌
聞
こ
ゆ　

花
咲
き
満
つ
る
ネ
ム
の
木
見
れ
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森　

フ
サ
子

ア
セ
チ
レ
ン
の
匂
ひ
ゆ
か
し
く
か
ち
割
り
に
綿
菓
子
も
あ
り　

昭
和
の
夜
見
世

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

や
ぎ
あ
き
ら

揚
花
火
終
便
船
を
傾
け
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

真
砂　

松
韻

鳴
く
蝉
の
知
る
よ
し
も
な
き
一
日
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

片
山　

摂
良

門
火
焚
く
子
を
亡
く
し
た
る
母
の
背

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

谷
岡　
　

稔

蝉
し
ぐ
れ
座
れ
ば
す
ぐ
に
居
眠
り
す　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

樋
本　
　

強

蝉
に
起
き
蝉
に
憩
ひ
し
昼
下
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
木　

知
之

バ
イ
パ
ス
を
染
め
て
一
本
百
日
紅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
枝　

断
水

玉
音
の
記
憶
遠
の
き
蚊
音
た
つ　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
中　

雅
文

孫
帰
阪
玄
関
に
立
つ
蝉
の
網

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
本　

忠
成

島
で
会
う
姉
妹
健
や
か
生
身
魂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
合　

一
訓

盆
明
け
や
孫
の
忘
れ
し
ぬ
い
ぐ
る
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
枝　

菊
雨

短
パ
ン
と
素
足
の
靴
で
若
作
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森
川　

修
二

盆
の
月
母
の
形
見
の
帯
締
め
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

清
水　

星
凜

ア
ル
プ
ス
の
景
の
変
幻
雲
の
峰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
塚　

元
三
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〜
み
ん
な
で
国
保
を
守
り
ま
し
ょ
う
！
〜

〜
み
ん
な
で
国
保
を
守
り
ま
し
ょ
う
！
〜

第
５
回

第
５
回

医
」
す
る
た
び
に
転
医
先
で
は

初
診
料
が
か
か
り
ま
す
が
、
転

医
先
が
大
病
院
の
場
合
、
紹
介

状
が
な
い
と
特
別
料
金
が
加
算

さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
さ

ら
に
同
じ
検
査
が
繰
り
返
さ
れ
、

同
じ
よ
う
な
薬
を
処
方
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
の
で
、
そ
の
分
医

療
費
を
多
く
支
払
う
こ
と
に
な

り
ま
す
し
、
特
に
検
査
の
中
で

も
、
Ｃ
Ｔ
や
Ｍ
Ｒ
Ｉ
な
ど
の
画

像
診
断
は
検
査
料
が
高
く
、
繰

り
返
し
受
け
る
こ
と
は
体
に
も

大
き
な
負
担
で
す
。

　

か
か
り
つ
け
の
主
治
医
は
、

病
気
の
経
過
や
薬
の
効
果
な
ど

か
ら
、
最
も
効
果
的
な
治
療
を

施
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

治
療
方
法
や
効
果
に
疑
問
や

不
安
が
あ
る
場
合
は
、
積
極
的

に
主
治
医
へ
質
問
す
る
な
ど
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る

努
力
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

●
転
医
の
際
は
主
治
医
へ
相
談

を
！

　

現
在
か
か
っ
て
い
る
病
院
で

は
受
け
ら
れ
な
い
専
門
的
な
検

査
や
治
療
を
望
む
場
合
は
、
主

治
医
に
相
談
し
て
紹
介
状
を
書

　

今
月
は
、「
医
療
機
関
へ
の

か
か
り
方
に
つ
い
て
」
の
第
２

回
目
と
な
り
ま
す
。

　
『
ハ
シ
ゴ
受
診
』
は
体
と
お

金
の
負
担
が
大
き
く
な
り
ま
す

●
安
易
に
病
院
を
渡
り
歩
く『
ハ

シ
ゴ
受
診
』
は
無
駄
ば
か
り
…

　

病
気
や
け
が
の
治
療
を
受
け

て
い
る
お
医
者
さ
ん
か
ら
、
別

の
お
医
者
さ
ん
に
変
わ
る
こ
と

を
「
転
医
」
と
い
い
ま
す
。「
転

医
」
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
ケ
ー
ス

が
あ
り
、
主
治
医
の
判
断
で
紹

介
さ
れ
て
「
転
医
」
す
る
場
合

も
あ
れ
ば
、
引
っ
越
し
の
た
め

に
変
わ
ら
ざ
る
を
得
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
一
方
で
「
な
か
な
か
症

状
が
よ
く
な
ら
な
い
か
ら
」、

「
新
し
く
で
き
た
病
院
の
方
が

よ
さ
そ
う
だ
か
ら
」
な
ど
の
安

易
な
理
由
で
次
か
ら
次
へ
と
お

医
者
さ
ん
を
変
え
る
の
は
『
ハ

シ
ゴ
受
診
』
と
呼

ば
れ
、
患
者
さ
ん

の
側
に
大
き
な
デ

メ
リ
ッ
ト
や
無
駄

が
生
じ
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、「
転

❖栄養価（１人分）
エネルギー
たんぱく質
脂　　　質
カルシウム
食塩相当量

268Kcal
　7.8ｇ
　22.2ｇ
72mg
　1.5ｇ

今年のテーマ　 ～オリーブオイルを使ったレシピ～

（小豆島町食生活改善（小豆島町食生活改善
            推進協議会）            推進協議会）

元気もりもり健康食！元気もりもり健康食！

❖材　料（４人分）

❖作り方

ナス
しょうゆ
豚ばら肉 (うす切り )

塩
こしょう
オリーブオイル　

中８本
大さじ２
８枚

少々
少々

大さじ2

ナスは皮をむき、耐熱皿に並べてふんわりラップをし、
レンジでやわらかくなるまで加熱する。
バットかボウルにしょうゆを入れ、①のナスをくぐらせ
る。
豚ばら肉を広げ、塩、こしょうをし、②のナスにくるく
る巻いていく。
フライパンにオリーブオイルを熱し、③を入れ、中火で
火がとおるまで焼く。

①

②

③

④

場　所　サン・オリーブ
時間割　13：30 ～ 14：30　健康教室（健康体操）
　　　　14：30 ～ 15：30　温　　浴（入　　浴）
参加費　無　料（ただし、飲食などは自己負担）

温浴健康教室のご案内

日　程 送　　迎　　地　　区

10月３日 西村・草壁・安田・馬木・苗羽・古江・
堀越・田浦・坂手

10月10日 室生・二面・吉野・蒲野・神浦

10月24日 西村・草壁・安田・橘・岩谷・当浜・
福田・吉田

※10月17・31日はお休みします。
申し込み先　健康づくり福祉課 国保係　☎82－7038

い
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

　

紹
介
状
が
あ
れ
ば
転
医
先
に

検
査
結
果
や
経
過
が
伝
わ
る
の

で
、
検
査
や
治
療
の
重
複
を
避

け
る
こ
と
が
で
き
、
初
診
料
に

特
別
料
金
が
加
算
さ
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

も
ち
ろ
ん
、
紹
介
状
を
書
い

て
も
ら
う
に
は
費
用
が
か
か
り

ま
す
が
、
初
診
時
の
特
別
料
金

加
算
や
検
査
等
の
重
複
が
無
く

な
る
分
、
結
果
的
に
医
療
費
の

節
約
に
な
り
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
で
、
医
療
機
関
へ

の
か
か
り
方
を
も
う
一
度
確
認

し
て
み
ま
し
ょ
う
！

●
予
約
受
付　

10
月
1
日
㈫
か

ら
開
始
し
ま
す
。

　
【
小
児
科
】 

小
児
科
受
付
窓
口

ま
た
は
電
話
予
約
で
平
日
16

時
〜
17
時
ま
で
の
間
で
す
。

　
【
成
人
】 

病
院
受
付
窓
口
ま
た

は
電
話
予
約
で
平
日
16
時
〜

17
時
ま
で
の
間
で
す
。

●
予
約
締
切

　
【
小
児
科
】 ・
生
後
6
か
月
〜

小
学
生
は
12
月
13
日
㈮

 

・
中
学
生
は
12
月
27
日
㈮

　
【
成
人
】 

12
月
20
日
㈮

●
接
種
期
間

　
【
小
児
科
】 

10
月
16
日
㈬
〜
平

成
26
年
1
月
9
日
㈭

※
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
期
間
中
は
、

　

定
期
の
予
防
接
種
が
変
更
に

な
り
ま
す
。

　
【
成
人
】 

11
月
5
日
㈫
〜
12
月

20
日
㈮

●
接
種
回
数

　
【
小
児
科
】 

生
後
6
か
月
〜
小

学
生
2
回
・
中
学
生
1
回

　
【
成
人
】 

1
回

●
流
行
が
始
ま
る
ま
で
に
、
早

め
の
接
種
を
お
勧
め
し
ま
す
。

内
海
病
院
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
に
つ
い
て

内
海
病
院
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
に
つ
い
て

豚巻き焼きナス
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「
浄
化
槽
の
日
」
は
、
浄
化

槽
法
が
昭
和
60
年
10
月
1
日
に

施
行
さ
れ
た
こ
と
を
記
念
し
て

定
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
浄

化
槽
の
一
層
の
普
及
に
向
け
た

さ
ま
ざ
ま
な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が

全
国
的
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

浄
化
槽
は
生
活
排
水
を
き
れ

い
に
す
る
な
ど
環
境
保
全
に
大

き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す

が
、
保
守
点
検
や
清
掃
を
正
し

く
行
わ
な
い
と
正
常
な
機
能
を

発
揮
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

こ
の
た
め
、
浄
化
槽
の
使
用

者
に
は
年
に
１
回
、
法
定
検

査
を
受
け
る
こ
と
が
義
務
付
け

ら
れ
て
お
り
、
公
益
社
団
法
人

香
川
県
浄
化
槽
協
会
か
ら
順
次

受
検
案
内
が
送
付
さ
れ
ま
す
の

で
、
必
ず
受
検
し
て
く
だ
さ
い
。

　

受
検
料
は
、
10
人
槽
ま
で
が

５
，２
０
０
円
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

小
豆
総
合
事
務
所
環
境
森
林

課　

☎
６
２
―
２
７
３
１

　

香
川
県
廃
棄
物
対
策
課

　

☎
０
８
７
―
８
３
２
―
３
２
２
４

　

公
益
社
団
法
人
香
川
県
浄
化

　

槽
協
会

　

☎
０
８
７
―
８
８
１
―
６
６
０
０

1010
月月
11
日
は
日
は

「
浄
化
槽
の
日
」で
す

「
浄
化
槽
の
日
」で
す

●
ど
こ
が
お
か
し
い
か

　

通
常
、
野
生
の
ニ
ホ
ン
ザ
ル

は
、
バ
ナ
ナ
を
見
た
こ
と
が

な
い
の
で
、
餌
付
け
さ
れ
た
サ

ル
以
外
は
バ
ナ
ナ
を
食
べ
ま
せ

ん
。
餌
と
し
て
の
認
識
が
な
い

の
で
す
。

　

本
来
、
野
生
の
サ
ル
は
山
中

で
、
植
物
性
の
も
の
を
中
心
に

食
べ
ま
す
が
、
今
で
は
田
畑
の

農
作
物
を
食
い
荒
ら
す
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
最
初
は
農
作
物

も
バ
ナ
ナ
同
様
、
餌
と
し
て
認

識
し
な
か
っ
た
は
ず
で
す
。
し

か
し
、
何
度
も
人
家
近
く
に
き

て
、
学
習
し
て
、
餌
と
認
識
し

た
と
思
わ
れ
ま
す
。

●
サ
ル
に
食
べ
さ
せ
な
い

　

農
作
物
を
サ
ル
が
食
べ
る
と

サ
ル
は
増
え
ま
す
。
そ
れ
は
、

農
作
物
は
カ
ロ
リ
ー
が
高
い
た

め
、
栄
養
状
態
が
よ
く
な
っ
た

鳥
獣
害
対
策
に
つ
い
て

鳥
獣
害
対
策
に
つ
い
て

　

２
０
１
１
年
７
月
に
実
施
し

た
意
識
調
査
の
第
６
回
目
の
結

果
報
告
で
す
。
今
回
は
、
人
権

・
同
和
問
題
の
啓
発
に
関
す
る

意
識
の
調
査
結
果
を
紹
介
し
ま

す
。

行
政
機
関
な
ど
が
行
う
人
権
啓

発
に
何
を
望
む
か

①
実
例
な
ど
を
あ
げ
て
ど
ん
な

問
題
が
起
き
て
い
る
か
、
具

体
的
に
知
ら
せ
て
ほ
し
い

　

６
１
・
４
％

②
差
別
の
話
ば
か
り
で
な
く
、

逆
に
明
る
い
話
題
、
説
得
力

の
あ
る
内
容
を
希
望
す
る

　

４
９
・
５
％

③
若
い
人
向
け
の
啓
発
を
工
夫

し
て
ほ
し
い　

３
５
・
５
％

④
構
え
な
く
て
も
誰
で
も
気
軽

に
参
加
で
き
る
内
容
に
変
え

て
ほ
し
い

　

３
２
・
５
％

⑤
差
別
は
い
け
な
い
こ
と
だ
か

ら
、
住
民
は
ど
う
す
れ
ば
よ

い
か
教
え
て
も
ら
い
た
い

　

３
０
・
４
％

　
《
実
例
で
具
体
的
に
知
り
た

い
》
が
６
割
超
あ
り
、
抽
象
的

な
話
へ
の
批
判
と
受
け
止
め
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
と
重

な
り
ま
す
が
、《
ど
う
す
れ
ば

よ
い
か
知
り
た
い
》
が
３
割

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と

か
ら
も
、
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き

た
従
来
の
人
権
教
育
・
啓
発
が

知
識
偏
重
だ
っ
た
こ
と
を
反
省

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
結
果
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、《
差
別
の
話
ば
か
り

で
な
く
、
明
る
い
話
題
、
説
得

力
の
あ
る
内
容
》
が
約
５
割
と

な
っ
て
い
ま
す
。
差
別
の
話

に
終
始
す
る
と
忌
避
感
が
生

ま
れ
、
差
別
意
識
が
固
定
化
す

る
場
合
が
あ
る
と
言
え
ま
す
。

当
事
者
に
と
っ
て
は
耐
え
難
い

場
合
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ

か
ら
は
差
別
を
乗
り
越
え
た
事

例
を
取
り
上
げ
る
こ
と
で
、
今

後
の
取
り
組
み
に
展
望
が
も
て

る
、
前
向
き
で
説
得
力
の
あ
る

啓
発
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

人
権
対
策
課

　

☎
８
２
―
７
０
１
１

人
権･

同
和
教
育
シ
リ
ー
ズ　

44

「
小
豆
島
町
人
権・同
和
問
題
意
識
調
査
」結
果
の
お
知
ら
せ（
第
６
回
）

サ
ル
が
、
出
産
や
子
育
て
を
上

手
に
す
る
か
ら
で
す
。
ま
た
、

農
作
物
の
味
を
覚
え
た
サ
ル

は
、
農
作
物
に
固
執
し
、
度
々

集
落
に
出
没
す
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

●
と
に
か
く
追
い
払
い

　

サ
ル
が
田
畑
を
餌
場
と
認
識

し
な
い
よ
う
に
、
サ
ル
を
見
た

ら
、
花
火
・
パ
チ
ン
コ
な
ど
で
、

追
い
払
う
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

野
生
の
サ
ル
は
動
物
園
の
動

物
で
も
ペ
ッ
ト
で
も
家
畜
で
も

あ
り
ま
せ
ん
。
付
き
合
い
方
を

ま
ち
が
え
る
と
、
農
作
物
被
害

と
と
も
に
、
ひ
っ
か
か
れ
る
、

か
み
つ
か
れ
る
な
ど
ケ
ガ
に
つ

な
が
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
サ

ル
を
見
た
ら
必
ず
追
い
払
い
ま

し
ょ
う
。

農
作
物
を
サ
ル
か
ら
守
ろ
う

香
川
県
小
豆
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

稲を食べる野生ニホンザル

この野生ニホンザル、
どこがおかしい？
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皆さんからの情報をお待ちしています。
企画財政課 広報秘書係  ☎75－1800

国の舞台で健闘

のちを守る森をめざして

当の教育の意味を学んで

々のトレーニングの成果を発揮して

第40回全日本中学校陸上競技選手権大会に向
むかいゆうすけ

井悠介くんが出場

「寒霞渓いのちの森づくり植樹祭」開催

岬の分教場で「教育シンポジウム」開催

第68回国民体育大会に出場、三
みやけしんいち

宅真一さん、窪
くぼたゆうき

田佑紀さんが塩田町長表敬訪問

　8月19日から22日まで、名古屋市で開催された
第40回全日本中学校陸上競技選手権大会の共通男子
3000メートルに、内海中学校2年の向井悠介くんが
出場しました。
　向井くんは、9分1秒82のタイムで予選第6組の5
位（21人中）と予選突破はなりませんでしたが、出
場した2年生22人の中で2位と健闘し、「来年は、決
勝に進出し、入賞できるように頑張りたい。」と抱負
を述べていました。

　9月16日、4月24日に竣工した内海ダムの堰
えんてい

堤
の下で、全国各地で植樹指導をしている横浜国立大
学名誉教授宮脇昭さんを招いて、「寒霞渓いのちの森
づくり植樹祭」が開催されました。
　植樹祭には、地元の皆さんや星城・安田・苗羽小
学校の児童の皆さんなど300名以上が参加し、宮脇
さんの指導のもと、「いのち」を守る大きな森に育つ
ように願いを込めながら約4,600本を植樹し、今後
もこの森を大切に守っていくことを誓っていました。

　9月15日、岬の分教場で、映画監督の松山善
三さんと高峰秀子さんの養女の斎藤明美さん、島
内外の教育関係者などが出席して、「教育シンポ
ジウム」が開催されました。
　シンポジウムでは、斎藤さんによる『高峰秀子
に見る本当の教育の意味』と題した講演が行われ
た後、「先生からの手紙」コンクールで最優秀に
輝いた高松市の小学校校長藤本泰雄さん（さぬき
市）の表彰や作品の朗読が行われるなど、教育に
ついて考える貴重な機会になりました。

　9月28日から10月8日まで、東京都で開催される
第68回国民体育大会の成年男子の部に出場する三宅
真一さん（安田）と窪田佑紀さん（馬木）が、9月6日、
出場報告のため塩田町長を表敬訪問しました。
　三宅さんは、スイム1.5キロ、バイク40キロ、ラン
10キロで順位を競うトライアスロンに、窪田さんは、
団体戦と団体戦全勝者による個人戦を行う相撲競技に
出場予定で、「県代表として、精一杯頑張りたい。」と
決意を述べていました。

全

い

本

日

※写真は、県大会での向井悠介くん（写真先頭）
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October

く
ら
し
の
情
報

所
と
同
様
の
相
談
が
で
き
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

日
時　

①
10
月
11
日
㈮

　

 

10
時
〜
15
時

　

②
10
月
16
日
㈬

　

10
時
〜
15
時

場
所　

①
内
海
庁
舎
研
修
室

　

②
池
田
庁
舎
第
３
会
議
室

※
年
金
手
帳
・
年
金
証
書
・
振

込
通
知
書
な
ど
の
他
、
運
転

免
許
証
等
ご
本
人
で
あ
る
こ

と
の
確
認
で
き
る
物
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
。
代
理
の
方
が

来
ら
れ
る
際
に
は
、
委
任
状

お
よ
び
依
頼
を
受
け
た
ご
本

人
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き

る
物
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

住
民
課　

住
民
年
金
係

　

☎
８
２
―
７
０
０
５

　

香
川
県
国
民
年
金
基
金
で

は
、
国
民
年
金
基
金
に
つ
い

て
の
年
金
相
談
会
を
開
催
し
ま

す
。
国
民
年
金
の
上
乗
せ
年
金

と
し
て
加
入
で
き
る
国
民
年
金

基
金
の
特
長
と
メ
リ
ッ
ト
を
ご

説
明
し
ま
す
。

日
時　

10
月
18
日
㈮

募
集
団
地　

橘
団
地
２
―
２
号
室

募
集
戸
数　

１
戸

募
集
期
間　

10
月
２
日
㈬
〜

　

10
日
㈭

家
賃　

入
居
世
帯
の
所
得
に
よ

り
決
定
し
ま
す
。

申
し
込
み
の
資
格

①
小
豆
島
町
内
に
住
所
ま
た
は

勤
務
場
所
が
あ
る
方
で
現
に

住
宅
に
困
っ
て
い
る
事
が
明

ら
か
な
方

②
同
居
親
族
ま
た
は
同
居
し

よ
う
と
す
る
親
族
が
あ
る

方
（
原
則
60
歳
以
上
の
方
・

身
体
に
障
害
の
あ
る
方
【
手

帳
1
〜
4
級
】
な
ど
は
、
1

人
で
も
申
し
込
み
が
で
き
ま

す
。）

③
申
込
者
と
同
居
者
全
員
の
所

得
を
合
算
し
、
控
除
額
を
差

し
引
い
た
月
収
額
が
収
入
基

準【
月
収
15
万
８
千
円
以
下
】

募
集

R
ecru
itm
en
t

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

国
民
年
金
基
金
相
談
会
の
開
催

に
該
当
し
て
い
る
方

④
町
税
お
よ
び
町
が
定
め
て
い

る
使
用
料
、
手
数
料
等
を
滞

納
し
て
い
な
い
方

⑤
家
賃
・
共
益
費
・
自
治
会
費

お
よ
び
敷
金
（
３
か
月
分
）

を
納
め
ら
れ
る
方

⑥
申
込
者
と
同
等
以
上
の
収
入

が
あ
り
、
町
内
居
住
者
で
あ

る
連
帯
保
証
人
を
た
て
ら
れ

る
方
（
２
名
で
、
町
営
住
宅

に
入
居
し
て
い
な
い
方
）

⑦
申
込
者
お
よ
び
同
居
し
よ
う

と
す
る
方
が
暴
力
団
員
で
な

い
こ
と

入
居
者
の
決
定

　

公
開
抽
選
に
よ
り
行
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
建
設
課
管
理
係

（
☎
８
２
―
７
０
０
９
）
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

公
的
年
金
に
つ
い
て
、
日
本

年
金
機
構
か
ら
委
託
さ
れ
た
社

会
保
険
労
務
士
が
無
料
で
相
談

を
お
受
け
し
ま
す
。
年
金
事
務

10月

相
談

A
d
v
ice

年
金
相
談
の
お
知
ら
せ

　総務省では、10月21日㈪から27日㈰を行政
相談週間と定め、10月中に行政相談所の開設
やさまざまな行事を行っています。
　本町でも、以下のとおり行政相談所を開設
しますので、国の仕事やサービスなどについ
て、苦情や意見・要望をお持ちの方は、お気
軽にご相談ください。
日　　時　10月16日㈬　13時30分～16時
場　　所　内海庁舎第１相談室
相談委員　柏原　寛子
日　　時　10月21日㈪　13時30分～16時
場　　所　池田保健センター保健指導室
相談委員　三木  洋子
問い合わせ先  総務省四国行政評価支局
　　　　　行政相談課  ☎087－831－3103

行政相談週間行政相談週間
10月21日㈪～27日㈰10月21日㈪～27日㈰

　

瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
２
０
１

３
に
お
い
て
、
三
都
半
島
エ
リ

ア
で
作
品
『
眺
望
絶
佳
』
を
発

表
し
て
い
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
古

川
弓
子
さ
ん
が
、
小
豆
島
の
伝

承
さ
れ
る
べ
き
伝
説
『
池
田
町

の
伝
説
と
民
話
／
吉
仲
一
徳

編
』
に
、
ア
ー
ト
と
い
う
新
し

い
感
性
を
加
え
た
書
籍
を
作
品

の
一
部
と
し
て
制
作
し
ま
し
た
。

　

書
籍
は
、
次
の
場
所
で
一
冊

５
０
０
円
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

販
売
所　

社
会
教
育
課
、
小
豆

島
オ
リ
ー
ブ
公
園
、
小
豆

島
ふ
る
さ
と
村
、
古
川
弓

子
作
品
展
示
会
場
（
吉
野
）、

㈱
吉
本
弘
文
堂

問
い
合
わ
せ
先　

社
会
教
育
課

　

☎
８
２
―
７
０
１
５

瀬
戸
芸
参
加
作
家
古
川
弓
子
さ
ん
の
書
籍
発
刊
の
お
知
ら
せ

瀬
戸
芸
参
加
作
家
古
川
弓
子
さ
ん
の
書
籍
発
刊
の
お
知
ら
せ
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「
若
竹
教
室
」

　

☎
６
２
―
６
２
０
０

日
時　

10
月
26
日
㈯

　

10
時
〜
15
時

場
所　

イ
マ
ー
ジ
ュ
セ
ン
タ
ー

相
談
担
当
者　

土
庄
簡
易
裁
判

所　

民
事
調
停
委
員

　

高
松
家
庭
裁
判
所
土
庄
出
張

所　

家
事
調
停
委
員

相
談
内
容　

金
銭
貸
借
、
賃
貸

借
、
交
通
事
故
、
土
地
境
界
、

夫
婦
関
係
、
親
子
関
係
な
ど

の
も
め
ご
と
一
切

※
相
談
者
の
秘
密
は
、
固
く
守

ら
れ
ま
す
。

相
談
料　

無
料

主
催　

土
庄
調
停
協
会

日
時　

10
月
５
日
㈯

　

10
時
〜
15
時

場
所　

イ
マ
ー
ジ
ュ
セ
ン
タ
ー

１
階
視
聴
覚
室

内
容　

①
不
動
産
登
記
に
伴
う

土
地
建
物
調
査
・
測
量
、

②
税
金
に
関
す
る
問
題
、

③
官
公
署
の
許
認
可
、
届

出
手
続
、
④
不
動
産
登
記
・

法
律
相
談
・
成
年
後
見

主
催 　

香
川
県
土
地
家
屋
調

査
士
会
・
四
国
税
理
士
会
土

庄
支
部
・
香
川
県
行
政
書
士

会
・
香
川
県
司
法
書
士
会

　

10
時
〜
15
時

場
所　

内
海
庁
舎
１
階

　

第
１
相
談
室

相
談
員　

香
川
県
国
民
年
金
基

金
職
員

問
い
合
わ
せ
先

　

香
川
県
国
民
年
金
基
金

　
☎
０
１
２
０
―
６
５
―
４
１
９
２

●
電
話
・
来
所
・
訪
問
相
談　

　
（
☎
６
２
―
６
２
０
０
）

　

学
校
を
休
み
が
ち
・
い
じ
め
・

進
路
な
ど
教
育
に
つ
い
て
小
・

中
・
高
校
生
や
保
護
者
か
ら
相

談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
【
受
付
時
間
】　

月
〜
金
曜
日

　
（
土
・
日
・
祝
祭
日
は
休
み
）　

８
時
30
分
〜
17
時

●
親
の
会

　

学
校
を
休
み
が
ち
の
子
ど
も

を
持
つ
保
護
者
（
父
母
、
祖
父

母
な
ど
）
が
悩
み
や
子
ど
も
と

の
接
し
方
な
ど
に
つ
い
て
話
す

会
を
開
い
て
い
ま
す
。

　
【
日
時
】　

毎
月 

第
３
金
曜
日

　

10
時
〜
12
時

※
都
合
で
変
更
す
る
場
合
が
あ

　

り
ま
す
の
で
、
左
記
ま
で
お

　

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

小
豆
地
区
少
年
育
成
セ
ン
タ

　

ー
内
、
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー

　

か
が
わ
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
若
者
の
就

労
支
援
・
自
立
支
援
を
行
っ
て

お
り
、
次
の
と
お
り
小
豆
島
出

張
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

日
時　

10
月
17
日
㈭

　

13
時
〜
17
時

場
所　

小
豆
総
合
事
務
所　

　

東
館
2
階
会
議
室

対
象　

15
〜
39
歳
ま
で
の
方

　

高
校
・
大
学
生
も
可

　

保
護
者
の
代
理
相
談
も
可

内
容　

就
職
や
進
路
に
つ
い
て

の
個
別
相
談
や
適
職
診
断

※
事
前
予
約
の
方
を
優
先
し
ま

す
。
当
日
参
加
も
可
。

問
い
合
わ
せ
先

か
が
わ
若
者
サ

　

ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
☎
０
８
７
―

８
１
１
―

５
３
８
８
（
受
付
：

月
〜
金
曜
日　

9
時
30
分
〜

17
時
30
分
）
※
祝
日
除
く

　

10
月
1
日
〜
7
日
は

　
　
「
公
証
週
間
」
で
す

　

公
証
役
場
で
は
、
当
事
者
の

依
頼
に
よ
り
遺
言
書
や
金
銭
の

貸
借
、
離
婚
に
伴
う
養
育
費
等

の
支
払
い
な
ど
各
種
の
契
約
書

（
公
正
証
書
）
を
作
成
し
て
い

ま
す
。
遺
言
書
を
公
正
証
書
で

作
成
し
て
お
く
と
、
相
続
や
遺

調

停

相

談

会

「
法
の
日
」
週
間
記
念

無
料
法
律
相
談

贈
の
手
続
き
が
簡
単
に
な
り
ま

す
。
相
談
は
無
料
で
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
高
松
公
証
役
場

　

☎
０
８
７
―
８
１
３
―
３
５
３
６

日
に
ち　

10
月
４
日
㈮

受
付
時
間　

９
時
30
分
〜

　

15
時
30
分
（
予
約
不
要
）

場
所　

高
松
家
庭
・
簡
易
裁
判

所
庁
舎
1
階

相
談
方
法　

弁
護
士
に
よ
る
面

談
で
の
法
律
相
談
（
無
料
）

問
い
合
わ
せ
先　

香
川
県
弁
護

士
会
事
務
局

　

☎
０
８
７
―
８
２
２
―
３
６
９
３

「瀬戸内しまラジ！」放送中
　「瀬戸内しまラジ！」では、瀬戸内海と小豆島をはじめと
した瀬戸内の島々の魅力をお伝えしています。
　10月は、まもなく瀬戸芸秋会期、中山農村歌舞伎、オリー
ブ新漬けと収穫祭、秋祭り真っただ中・池田亀山八幡宮オシ
コミ、瀬戸芸秋会期特集などの話題をお届けする予定です。
FM香川　　　周波数78.6MHz　　毎週火曜日 8：25～8：30
「瀬戸内しまラジ！」の番組公式ブログ（http://shimaradio.
seesaa.net/）では、小豆島のホットなニュースをお届けして
いますので、ぜひご一読ください。

か
が
わ
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
小
豆
島
出
張
相
談
会

小
豆
地
区
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー

｢

若
竹
教
室｣

か
ら
の
お
知
ら
せ

法
の
日
の
無
料
相
談

契
約
・
遺
言
は
公
正
証
書
で

赤い羽根共同募金
今年もみなさんのご協力をお願いします。

期間 10月1日～12月31日
www.akaihane.or. jp

●赤い羽根データベース「はねっと」をご覧ください。

香 川 県 共 同 募 金 会
小豆島町共同募金委員会
☎82－5318・75－0018
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（敬称略）寄　付みなさんからの

小豆島町は「平和の町小豆島町」を宣言しています

社会福祉協議会へ
　▷小豆島船主親睦会（安田））

　▷小西　章博（兵庫県神戸市）
　▷上藤　哲郎（兵庫県神戸市）

ふるさと納税（寄付）

町内の
【8月】 発生状況

事故・火災・救急

1月からの
累 計区　分 件　数 昨年同期

発　　生 4 43 51
負 傷 者 5 58 73
死 亡 者 0 0 1

火　　災 0 7 8
救　　急 80 465 464

リサイクル情報
（8・9月受付分）

10月　くらしのカレンダー

【譲ります】

【求めます】
2段ベッド

日時　10月28日㈪・29日㈫
　　　11：00～ 14：00
場所　春日神社横の道を上がった所に

ある船波製麺所
　素麺のお接待を行っていますので、
ぜひお越しください。

安田小学校制服
160㎝（男子）150㎝（女子）130㎝（女子）
安田小学校体操服
160㎝（男子）150㎝（女子）130㎝（女子）
内海中学校制服　　　 150㎝（女子）
内海中学校体操服　　 150㎝（女子）
小豆島高校制服 　　 160㎝（女子）
小豆島高校体操服　　 160㎝（女子）
安田幼稚園制服　　　 120㎝（女子）
安田幼稚園体操服　　 120㎝（女子）
草刈り機　　　　　　 肩掛け式
チャイルドシート　　 乳幼児用
幼児用補助便座　洋式便所にのせるタイプ

無償

無償

無償

無償
無償
無償
無償
無償
無償
無償
無償
無償

役場では品物は預かっておりません。
ご了承ください。

リサイクル用品の情報をお待ちしてい
ます。環境衛生課（☎82－7008）

百選の里フェスティバル IN 中山

}

}
1日 火
2日 水
3日 木 3歳児健診　　　　 13：15～13：30受付

　（対象児：平成22年2月～3月生まれ）　　　　　　　　　　　　　　　　　 イマージュセンター　　　　　　　　　13：45～14：00受付
　（対象児：平成22年4月～5月生まれ）
こころの悩み相談　14：30～16：10　小豆総合事務所 東館1階デイケア室

4日 金
5日 土
6日 日
7日 月
8日 火 心配ごと相談所　　13：30～15：30　内海庁舎1階 第1相談室
9日 水
10日 木 献血　　　　　　　10：00～11：00　中国電力小豆島営業所

　　　　　　　　　12：30～14：00　　 池田保健センター
　　　　　　　　　15：00～16：00　　リベラルサンシャイン

11日 金
12日 土
13日 日
14日 月
15日 火
16日 水 行政相談　　　　　13：30～16：00　内海庁舎1階　第1相談室
17日 木
18日 金 結核・肺がん検診・大腸がん検診　10：00～10：30受付　三都ふれあいセンター

　　　　　　　　　　　11：00～11：15受付　神浦コミュニティセンター
　　　　　　　　　　　13：15～14：45受付 イマージュセンター

19日 土
20日 日
21日 月 結核・肺がん検診・大腸がん検診　10：00～10：20受付　中山分館（旧中山幼稚園）

　　　　　　　　　　　11：00～11：30受付　　　　蒲生公民館
　　　　　　　　　　　13：30～14：00受付　　　　二生公民館
　　　　　　　　　　　14：20～14：40受付　吉野地区集落センター
行政相談　　　　　13：30～16：00　池田保健センター1階 保健指導室

22日 火 結核・肺がん検診・大腸がん検診　10：15～11：45受付　　　働く婦人の家
　　　　　　　　　　　13：15～14：45受付　　　内海福祉会館
心配ごと相談所　　13：30～15：30　　　池田保健センター

23日 水 結核・肺がん検診・大腸がん検診　10：00～10：30受付　　　　　城山会館
　　　　　　　　　　　11：00～11：30受付　　　室生自治会館
　　　　　　　　　　　13：15～14：45受付　　　　西村公民館

24日 木 結核・肺がん検診・大腸がん検診　10：00～11：30受付　　　内海福祉会館
　　　　　　　　　　　13：15～14：45受付　　　　坂手公民館

25日 金 結核・肺がん検診・大腸がん検診　10：15～12：15受付　　　　草壁公民館
　　　　　　　　　　　13：45～14：30受付　　　　古江公民館
家族相談　　　　　14：00～15：30　　 安田公民館会議室

26日 土
27日 日 ふるさと商工まつり　9：00～16：00　　 小豆島ふるさと村

献血　　　　　　　10：00～15：00　　 小豆島ふるさと村
（ふるさと商工まつり会場）

28日 月 結核・肺がん検診・大腸がん検診　10：00～10：30受付　　　　　草壁会館
　　　　　　　　　　　11：15～11：45受付　　　　　　橘会館
　　　　　　　　　　　13：30～15：00受付　　　　福田公民館

29日 火 すくすくルーム　　10：00～10：15受付
　（対象児：平成25年8月生まれ）　　 イマージュセンター
ベビーサロン　　　10：00～12：00

30日 水
31日 木

11　月
2日 土 結核・肺がん検診・大腸がん検診　10：15～12：00受付　老人保健施設うちのみ

今月の納税

●固定資産税
●国民健康保険税
●介護保険料
●後期高齢者医療保険料

3期

4期
納期限
10月31日㈭です。
※口座振替の方は通帳残高をご確認ください。

}



藐
こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
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※
掲
載
辞
退
の
方
は
、
届
出
時
に
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。

あとがき
（編集を終えて）

▽
10
月
５
日
か
ら
、
瀬

戸
内
国
際
芸
術
祭
の
秋

会
期
が
開
幕
、
毎
年
た

く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
が

あ
る
10
月
で
す
が
、
今

年
も
例
年
以
上
に
盛
り

だ
く
さ
ん
で
す
。

　

10
月
19
・
20
日
に
は
、
５
年
ぶ

り
に
島
民
演
劇
「
二
十
四
の
瞳
」

が
上
演
さ
れ
ま
す
。
地
元
の
こ
ど

も
や
一
般
の
皆
さ
ん
が
、
毎
晩
遅

く
ま
で
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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本

人

〃
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【
お
く
や
み
】

◎
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亡　

（
19
人
）

人　口
男　性
女　性
世帯数

15,481
7,300
8,181
6,634

人
人
人
世帯

（△6人）
（4人）

（△10人）
（△12）

（９月1日現在（　）内は前月比）

　

私
が
住
ん
で
い
る
の
は
醤
油

蔵
や
つ
く
だ
煮
工
場
が
立
ち
並

ぶ
地
域
で
、
風
情
の
あ
る
佇
ま

い
を
今
に
残
す
歴
史
あ
る
町
で

す
。
8
年
前
、
転
職
を
機
に
家

族
4
人
で
移
住
し
て
早
い
も
の
で

8
年
が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

元
々
、
同
じ
瀬
戸
内
海
に
浮

か
ぶ
離
島
出
身
で
、
美
し
い
海

に
囲
ま
れ
た
小
豆
島
に
移
住
す

る
こ
と
に
戸
惑
い
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
む
し
ろ
私
に
と
っ

て
は
懐
か
し
い
「
居
心
地
の
良

い
場
所
」
で
し
た
。
し
か
し
、

家
族
に
と
っ
て
は
慣
れ
な
い
環

境
で
の
新
生
活
で
ず
い
ぶ
ん
苦

労
を
か
け
た
と
思
い
ま
す
が
、

今
日
ま
で
つ
い
て
来
て
く
れ
て

心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。
当

時
は
ど
う
地
域
に
打
ち
解
け

て
行
け
ば
良
い
の
か
分
か
ら

な
か
っ
た
と
こ
ろ
を
、
親
身
に

な
っ
て
お
世
話
し
て
く
だ
さ
っ

た
地
元
の
方
々
が
お
ら
れ
、
本

当
に
助
か
り
ま
し
た
。
そ
の
中

で
も
、「
地
元
に
打
ち
解
け
る

に
は
ま
ず
、
祭
り
に
参
加
す
る

の
が
早
道
や
！
」
と
ア
ド
バ

イ
ス
を
頂
い
た
の
が
き
っ
か
け

で
、
祭
り
の
輪
に
飛
び
込
み
ま

し
た
。
勇
壮
な
太
鼓
祭
り
に
参

加
さ
せ
て
頂
く
こ
と
で
、
普
段

交
流
の
な
い
大
勢
の

方
々
と
の
絆
が
生
ま

れ
、
次
第
に
打
ち
解
け

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
感
謝
し
て
い
ま

す
。
八
幡
神
社
の
太
鼓

祭
り
、
発
祥
は
江
戸
中

期
頃
と
の
説
も
あ
る
よ

う
で
、
先
人
の
皆
様
が

受
け
継
い
で
き
た
、
こ
の
大
切

な
文
化
を
こ
れ
か
ら
も
繋
い
で

い
く
お
手
伝
い
が
で
き
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
と
小
豆
島
を
象
徴
す
る

も
の
の
一
つ
と
し
て
オ
リ
ー

ブ
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
が
、
私
は

数
年
前
か
ら
、
オ
リ
ー
ブ
の
剪

定
材
を
再
生
す
る
活
動
の
一
環

と
し
て
木
工
作
家
と
し
て
独
立

し
、工
房
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

農
家
の
方
が
丹
精
込
め
て
育
て

た
オ
リ
ー
ブ
に
新
た
な
命
を
吹

き
込
ん
で
い
く
こ
と
に
喜
び
を

感
じ
て
い
ま
す
。
そ
れ
と
並
行

し
て
秋
を
中
心
に
山
仕
事
の
師

匠
に
師
事
し
、
森
の
こ
と
を
学

ば
せ
て
頂
き
、
間
伐
で
出
た
材

も
無
駄
に
せ
ず
、
薪
や
物
作
り

な
ど
に
活
用
す
る
な
ど
、
環
境

に
や
さ
し
い
生
活
に
繋
げ
る
こ

と
が
で
き
て
い
ま
す
。

　

昨
年
は
夏
〜
秋
に
か
け
て
自

然
舎
で
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
の
ツ

ア
ー
ガ
イ
ド
の
仕
事
を
さ
せ
て

頂
き
、海
や
船
の
こ
と
を
学
び
、

キ
ャ
ン
プ
や
自
然
塾
な
ど
を
担

当
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
に
、
島
の
文
化
や
四
季
を

感
じ
な
が
ら
、
暮
ら
し
て
ゆ
け

る
第
二
の
ふ
る
さ
と
小
豆
島
の

魅
力
を
、
こ
れ
か
ら
も
微
力
な

が
ら
伝
え
て
い
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

オリーブバスは、みんなのバスです。路線バスを利用しましょう。

『
自
然
や
文
化
を
尊
び
、
共
に
生
き
る
大
切
さ
』

現
住
所　

苗
羽

天あ
ま　

達た
つ　

慶よ
し　

隆た
か

さ
ん


